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▲町民大運動会玉入れ競技

　

天
神
で
開
催
さ
れ
た
「
ゴ
ミ
拾
い
」
運
動
に
参
加
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
「
生
ま
れ
育

っ
た
志
免
町
が
大
好
き
で
、
こ
こ
で
何
か
出
来
な
い
か
」
と
仲
間
達
に
声
を
か
け
「
ゴ
ミ

拾
い
」
を
始
め
た
そ
う
で
す
。

　

代
表
者
は
「
自
分
た
ち
の
活
動
を
大
き
く
し
よ
う
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
の
活

動
で
も
、
仕
事
の
都
合

な
ど
に
よ
り
全
員
が
集

ま
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
自
分
が

し
た
い
と
き
に
行
動
で

き
る
場
所
が
あ
る
だ
け

で
い
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
た
か
が
ゴ
ミ
拾
い

で
す
が
、
こ
の
ゴ
ミ
拾

い
を
き
っ
か
け
に
、
新

し
い
つ
な
が
り
が
生
ま

れ
、
ゴ
ミ
拾
い
に
楽
し

み
を
感
じ
て
く
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
メ
ン
バ
ー

も
い
ま
す
。
僕
た
ち
は
、

た
だ
た
だ
志
免
町
を
今

以
上
に
好
き
に
な
り
た

い
し
、
好
き
に
な
っ
て

く
れ
る
住
民
が
増
え
る

と
良
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

素
晴
ら
し
い
若
者
達
、

そ
し
て
グ
ル
ー
プ
で
す
。

彼
ら
を
見
か
け
た
ら
エ

ー
ル
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

志免町にもこんな素晴らしい若者達がいます!!
志免中学校を卒業した20代から30代の若者12名が、月に一回、

志免町内の清掃活動をしているグループです。さわやかなあたたかい話題です。

お 知 ら せ

「議会だより」についてのご意見をお待ちしております。
TEL 935-1001   FAX 935-7070

議会事務局は町役場４階です。
E-mail:gikai@town.shime.lg.jp

傍聴に是非お越しください。
議会傍聴は、町民が町政に参加する
機会のひとつです。是非お越し下さい。

車椅子もあります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。

お知らせ

政治家は、年賀状等の
挨拶状を出すことが
禁じられています。

　政治家は、選挙区内にある者に対し、
答礼のための自筆によるものを除き、
年賀状、暑中見舞状などの時候のあい
さつ状（電報なども含まれる）を出す
ことは禁止されています。

次回の定例会は
12月5日より
次回の定例会は
12月5日より
次回の定例会は
12月5日より
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議会だより

決算審査 行財政改革３年目
成果はいかに!

委員会報告…期限内合併は厳しい
一般質問 ここが聞きたいズバリ町政を問う
あの質問は どうなったの？

わが町のきらっとさん！わが町のきらっとさん！わが町のきらっとさん！わが町のきらっとさん！わが町のきらっとさん！わが町のきらっとさん！

志
免
町
内

清
掃
活
動
グ
ル
ー
プ 「
ハ
ン
ズ
ア
ッ
プ
」



３ ２

町の財政状況

▲改修された東区公民館

使ったお金
9,898,593千円
100%

民生費
3,503,208千円
　　　35.4％

衛生費
1,609,512千円
         16.3％

　公債費
1,013,871千円
       10.2％

  教育費
1,737,187千円
           17.6％土木費

381,146千円 3.9％

消防費
379,866千円
　　　　3.8％

総務費
1,048,963千円 10.6％

議会費
 123,424千円 1.2％
労働費
     1,782千円 0.0％
農林水産費
   57,017千円 0.6％
商工費
   42,617千円 0.4％

第５回
定例会
第５回
定例会

入ったお金
10,407,324千円
100%

　町税
4,974,295千円
          47.8％

繰入金
531,546千円
           5.1％繰越金

398,078千円 3.8％

 地方交付税
1,381,493千円 13.3％

町債
799,310千円 7.7％

国・県支出金
1,143,553千円 11％

自主財源
6,431,784千円 61.8％

依存財源
3,975,540千円 38.2％

その他
651,184千円 6.2％
地方譲与税 114,979千円
利子割交付金 22,587千円
配当割交付金 17,908千円
株式等譲渡所得割
交付金 11,808千円
地方消費税
交付金 366,795千円
自動車取得税
交付金 64,359千円
地方特例
交付金 39,635千円

その他 527,865千円 5.1％
分担金・負担金 192,137千円
使用料・手数料 145,148千円
財産収入 11,611千円
諸収入 178,896千円
寄附金 73千円

　９月定例会は９月５日から24日まで、20日間の会期で開かれました。19年度の決算・
20年度補正予算・議案18件を可決。 健全化判断比率・資金不足比率についての報告、
請願１件、意見書２件について審議。教育委員３人の任命に同意しました。
　一般質問は９月８日から10日までの３日間行いました。

実
質
収
支

　

平
成
19
年
度
決
算
で
は

一
般
会
計
で
約
５
億
円
の

黒
字
。

地
方
交
付
税
交
付
金

　

19
年
度
は
13
億
８
、１
４

９
万
円
（
18
年
度
よ
り
約

６
０
０
万
円
減
）。

町
の
経
営

　

町
税
は
前
年
度
比
11
・

６
％
増
。

　

収
入
済
額
が
前
年
度
比

５
億
１
、８
０
６
万
円
増
収
。

　

未
納
金
は
約
２
億
７
、０

０
０
万
円
。

借
金（
町
債
）・貯
金（
基
金
）

　

残
高
は
約
87
億
２
、０
０

０
万
円
で
町
民
１
人
当
り

約
20
万
円
。

　

貯
金（
基
金
）は
、
財
政

調
整
の
た
め
に
４
億
８
、８

０
０
万
の
取
り
崩
し
を
行

い
、
約
37
億
９
、０
０
０
万

円
。

委 員 長　丸山真智子
副委員長　吉田　耕二

　決算審査は特別委員会を設置し、16日から

（4日間）行い、古庄議長、二宮監査、丸山委員

長を除く13人で採決を行い、賛成少数で否決

（６：７）となったが本会議では可決された。

反
対
討
論　
　
　

末
藤 

議
員

　

高
齢
者
か
ら
の
増
税
に
次
ぐ
増
税
で
障
が

い
者
も
負
担
増
を
虐
げ
ら
れ
て
い
る
中
、
法

人
に
至
っ
て
は
９
、６
０
０
万
の
不
納
欠
損
は

余
り
に
も
大
き
過
ぎ
、
徴
収
の
努
力
の
跡
が

見
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
事
業
系
ご
み

の
不
自
然
さ
に
つ
い
て
も
改
善
す
る
方
向
す

ら
見
出
せ
な
い
で
、
処
理
費
費
用
は
一
般
会

計
か
ら
の
歳
出
を
い
つ
ま
で
続
け
ら
れ
る
の

か
見
通
し
す
ら
示
せ
な
い
で
い
る
。

賛
成
討
論　
　
　

吉
田 

議
員

　

平
成
19
年
度
は
、厳
し
い
財
政
運
営
の
中
、

人
件
費
総
額
の
抑
制
は
19
年
で
約
２
億
３
、６

０
０
万
削
減
し
目
標
達
成
。
個
々
に
応
じ
た

指
導
を
充
実
す
る
た
め
学
級
補
助
員
の
加
配

が
な
さ
れ
た
り
、
積
極
的
な
事
業
展
開
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
19
年
度
全
体
の
人
件
費
は

去
年
よ
り
約
１
、２
０
０
万
減
の
決
算
。今
後
必

要
な
事
業
を
選
別
し
、
勇
気
を
持
っ
て
確
実

に
実
行
さ
れ
る
こ
と
に
期
待
す
る
。

19
年
度
主
な
工
事

・
東
学
童
保
育
所
建
設 

３
、９
４
８
万
円

・
中
央
小
学
校
校
舎
増
築

 

８
、７
５
２
万
円

・
中
央
小
学
校
校
舎
補
強・大
規
模
改
造

 

４
億
４
、１
７
３
万
円

・
志
免
４
丁
目
地
内
内
水
対
策
整
備

 

７
０
３
万
円

・
東
区
公
民
館
改
修 

３
、７
２
８
万
円

決算特別委員会

主な財政指数
経常収支比率（％）
財政力指数
公債費比率（％）

18年度
93.7
0.743
12.1

19年度
91.6
0.767
11.6

全ての指数において前年度より改善傾向が見られる。

行財政改革３年・
　９月定例会は９月５日から24日まで、20日間の会期で開かれました。1
20年度補正予算・議案18件を可決。健全化判断比率・資金不足比率につ

成果はいかに！
平
成
19
年
度
決
算
を
認
め
ま
し
た
。

一
般
会
計
98
億
９
８
０
０
万
円

賛
成
多
数
で
可
決
！

（
８
・７
）【
賛
成
】 

堤
・
助
村
・
丸
山
・
牛
房
・
大
西
・
吉
田
・
熊
本
・二
宮

【
反
対
】 

大
熊
・
吉
住
・
池
辺
・
西
川
・
稲
永
・
大
林
・
末
藤



５ ４

▲去年購入した吉原農区の農機具

地
方
議
会
議
員
の

「
新
た
な
位
置
」の
た
め

自
治
法
が
改
正
に

　

議
会
と
議
員
の
身
分
を
確
立
す
る
と
い
う
意
味
で
地

方
自
治
法
の
見
直
し
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
部

が
今
回
改
正
さ
れ
た
。

　

内
容
は
議
会
活
動
の
範
囲
の
明
確
化
（
常
日
頃
が
議

員
活
動
）
と
議
員
は
任
命
職
で
あ
る
職
員
と
は
異
な
る

公
選
職
（
直
接
選
挙
に
よ
っ
て
就
任
）
と
い
う
身
分
が

明
確
化
さ
れ
、「
報
酬
」も「
議
員
報
酬
」と
改
め
ら
れ
た
。

　

今
後
さ
ら
に
改
正
が
行
な
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

志
免
町
議
会
会
議
規
則
の
改
正

　

全
員
協
議
会
（
議
案
の
審
査
や
議
会
運
営
に
関
し
協

議
・
調
整
を
行
う
場
）
を
議
会
活
動
と
す
る
。

全
員
賛
成

議
員
の
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
等
に

関
す
る
条
例
の
改
正

　

改
正
の
主
な
内
容
は
、報
酬
を
議
員
報
酬
に
改
め
る
。

賛
成
多
数（
賛
成
14
・
反
対
１
）

監
査
委
員
条
例
の
改
正

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
等
を
監

査
委
員
の
審
査
に
付
託
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

全
員
賛
成

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
改
正

　

こ
れ
ま
で
慣
例
で
職
員
の
給
与
か
ら
、
生
命
保
険
・

損
害
保
険
の
保
険
料
や
職
員
団
体
の
組
合
費
・
会
費
・

積
立
貯
金
な
ど
控
除
し
て
い
た
も
の
を
条
例
化
し
た
。

全
員
賛
成

北
筑
衛
生
施
設
組
合
規
約
の
改
正

　
「
北
筑
衛
生
施
設
組
合
」か
ら「
北
筑
昇
華
苑
組
合
」と

名
称
を
改
め
る
。

　
「
組
合
立
古
賀
葬
祭
場
」を「
葬
祭
場
」
に
改
め
る
。

全
員
賛
成

● 選挙投票管理システム  413万円
・導入することで140万円程度の削減ができる

● 志免10号線道路改良工事  800万円
・大的地区（西念寺付近）の道路の安全対策

● 脱水汚泥処理委託料　 833万円
・桜丘下水処理の汚泥処理業者の変更のため

● 農業機械共同利用
組合補助金
156万円
・南里農区の農機具購入費用の３割を補助

報 告
　財政の健全化に関する法律の規定により、
平成19年度決算に基づく健全化判断比率の
報告があった。

１．実質赤字額、連結赤字額、及び資金不足は発生していないため、それぞれの比率は「－」で記載している。

２．（　）内の数値は、早期健全化基準を記載。資金不足比率のみ経営健全化基準。

　・早期健全化基準を越えると、財政健全化計画をたてなければならない。

　・経営健全化基準を越えると、経営健全化計画をたてなければならない。

実質赤字
比率
̶

（13.99）

連結実質
赤字比率
̶

（18.99）

実質公債費
比率
9.9

（25.0）

将来負担
比率
35.3

（350.0）

資金不足
比率
̶

（20.0）

（単位：％）

・国民健康保険……2,300万円増　総額46億2,500万円　全員賛成

・老人保険……１億1,200万円増　総額 ５億1,000万円　全員賛成

・後期高齢者医療…40万8千円増　総額 ３億7,700万円　賛成多数（10：５）

・水道事業…………82万9千円増　総額 ８億6,400万円　全員賛成

主な一般会計補正

特 別 会 計

一 般 会 計 主な議案審査主な議案審査
平成20年度補正予算

条例は町の憲法です条例は町の憲法です条例は町の憲法です

２億9,400万円増で総額98億5,900万円となる
賛成多数で可決（賛成10：反対５）
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▲炭鉱跡地擁壁工事

▲町立保育園の園児たち

▲中央小学校の下校風景

小
・
中
学
校
連
携

　

東
中
学
校
校
区
授
業
研
究

会
を
６
月
20
日
東
小
、
７
月

16
日
南
小
、
９
月
26
日
東
中

で
開
催
。

　

夏
休
み
中
に
２
回
、
先
生

方
の
研
修
も
開
催
。

学
級
補
助
員
制
度

　

学
習
な
ど
の
指
導
、
学
級

運
営
上
必
要
な
業
務
を
行
う

も
の
で
、
本
年
度
は
30
人
を

任
用
、
指
導
効
果
を
上
げ
る

た
め
研
修
会
も
実
施
。

　

成
果
と
し
て
、
一
番
の
教

育
環
境
は
人
で
あ
り
、
補
助

員
の
配
置
は
子
ど
も
の
伸
び

に
寄
与
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

課
題
と
し
て
、
活
用
の
あ

り
方
に
学
校
間
で
違
い
が
あ

り
、
効
果
の
あ
る
活
用
に
な

る
よ
う
補
助
員
の
成
果
を
上

げ
る
に
は
、
資
質
や
専
門
性

の
向
上
が
必
要
。
研
修
の
充

実
だ
け
で
な
く
優
秀
な
人
材

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

通
学
区
域
及
び

　
　
　
　

施
設
計
画

　

大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
建

設
に
伴
い
児
童
・
生
徒
が
増

加
し
、
教
室
不
足
と
な
る
学

校
が
生
じ
る
可
能
性
が
出
て

き
た
。
対
策
を
講
ず
る
た
め

通
学
区
域
審
議
会
で
審
議
さ

れ
、
一
月
に
答
申
が
出
た
。

生
涯
学
習
の
推
進

　

無
料
で
講
座
を
長
年
行
い
、

住
民
を
お
客
さ
ま
に
し
て
い

る
の
で
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
つ

な
が
っ
て
い
な
い
。
有
料
も

考
え
る
時
期
で
は
。
又
担
当

課
の
指
針
が
弱
い
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。

行
財
政
改
革

　

補
助
金
検
討
委
員
会
か
ら

個
別
補
助
金
の
内
容
、
交
付

基
準
、
交
付
要
綱
な
ど
に
つ

い
て
８
月
末
に
答
申
が
出
る
。

保
育
園
民
営
化
計
画

　

２
園
目
は
22
年
度
と
な
っ

て
い
る
が
、
来
年
度
に
第
三

者
評
価
を
実
施
、
そ
の
後
分

析
の
予
定
。
そ
の
結
果
を
見

て
22
年
度
に
こ
だ
わ
ら
ず
進

め
て
い
く
。
基
幹
園
（
町
立

保
育
園
）
と
し
て
最
低
一
園

は
残
す
と
報
告
を
受
け
た
。

　

７
月
17
日
別
府
つ
く
し
保

育
園
を
視
察
。
保
護
者
と
の

間
で
４
、
５
月
に
苦
情
も
あ

っ
た
が
６
月
以
降
は
な
く
な

り
信
頼
関
係
も
少
し
ず
つ
持

つ
こ
と
が
で
き
始
め
て
い
る
。

学
童
保
育

　

近
隣
町
で
は
連
合
会
組
織

を
立
ち
上
げ
、
指
導
員
の
雇

用
も
一
括
し
て
行
な
い
、
指

導
方
針
も
決
め
、
事
務
全

般
、
連
絡
調
整
等
を
行
う
た

め
の
嘱
託
職
員
を
２
人
雇
用

し
、
ス
ム
ー
ズ
に
会
の
運
営

が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

当
委
員
会
で
は
長
い
間
運

営
に
つ
い
て
議
論
し
て
き
た

が
保
護
者
、
指
導
員
へ
の
理

解
に
努
め
、
役
員
が
変
わ
ら

な
い
今
年
度
中
に
連
合
会
を

立
ち
上
げ
る
努
力
を
す
る
よ

う
提
言
を
し
た
。

地
域
生
活
支
援
事
業

　

就
労
支
援
に
つ
い
て
は
事

業
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
助
成
金
制
度
等
の
説
明

会
を
行
な
い
、
商
工
会
等
と

連
携
し
、
支
援
体
制
を
と
る

よ
う
提
言
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

　

へ
や
設
置
の
請
願

　

町
長
は
、
重
要
な
課
題
で

は
あ
る
が
、
一
番
の
問
題
は

財
政
状
況
で
あ
り
、
建
築
に

対
し
て
は
難
色
を
示
さ
れ
た
。

　国鉄志免炭坑ボタ山開発推進協議会を開催し、

19年度事業報告及び決算、20年度事業計画及び

予算の審議を行なった。

　（株）ＳＮＣの貸付料については、坪単価506円。

３町での分配とし、志免町分は約245万円とな

っている。

　白紙となった６町合併についてその灯を消す

ことなく協議は続けているが、新合併特例法の

期限内では厳しい。もし合併できなくても町単

独で生き残れる手立てを平行して進めていると

の報告。これを受け、柔軟な枠組への考え方や

４月１日以降、全く合併についての情報が出さ

れず、住民への説明責任が果たされていないと

いった質問、意見が出された。

　「わが町のきらっとさん！」はボランティア

をされている方々を出向いて取材した。

　次回は西校区・東校区から取り組み予定。

　情報をお寄せ下さいますようにお願い申し上

げます。

　

決
算
特
別
委
員
会
の
運
営

に
つ
い
て
は
、前
回
の
特
別
委

員
会
に
お
け
る
申
し
合
わ
せ

の
と
お
り
と
す
る
。

　

今
回
地
方
自
治
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
そ
の
中
の
会

議
規
則
と
議
員
報
酬
条
例
、

政
務
調
査
費
条
例
改
正
に
つ

い
て
、
議
員
提
案
と
し
副
委

員
長
が
提
出
。

漏
水
調
査

　

７
月
14
日
か
ら
８
月
20
日

の
工
期
で
、
管
延
長
35
㎞
の

調
査
を
実
施
。
配
水
施
設
４

ヵ
所
、
給
水
施
設
４
ヵ
所
、

計
８
ヵ
所
の
漏
水
を
発
見
、

推
定
漏
水
量
は
一
時
間
当
た

り
３
・
68
㎥
。

　

箇
所
は
全
て
修
理
済
み
。

水
洗
状
況

　

処
理
区
域
内
人
口
３
万
３
、

２
４
６
人
、
水
洗
化
人
口
３

万
１
、
１
９
０
人
、
水
洗
化

率
93
・
８
％
。

炭
鉱
跡
地
基
盤
整
備

　

土
木
、
側
溝
の
布
設
、
擁

壁
工
事
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、

進
捗
率
は
25
％
。

　

志
免
炭
鉱
の
坑
道
入
口
が

２
ヵ
所
発
見
さ
れ
、
生
涯
学

習
課
と
協
議
を
行
な
い
工
事

を
進
め
て
い
る
。

桜
丘
団
地

　
　

下
水
処
理
施
設

　

桜
丘
よ
り
の
質
問
事
項
に

対
し
て
８
月
27
日
に
解
答
。

　

日
程
調
整
が
で
き
な
い
な

ど
、
余
り
に
協
議
の
テ
ン
ポ

が
遅
い
、
行
政
側
か
ら
積
極

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
協

議
を
進
め
て
い
く
よ
う
要
請

を
し
て
い
る
。

建
設
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

厚 生 常 任 委 員 会

議会運営委員会

志鉱跡地対策特別委員会

合併問題調査特別委員会

議会広報特別委員会

町の重 要な問 題を 調 査・研 究

8
月
1
日
の
臨
時
議
会
の
中
で
副
委
員
長
に
吉
田
議
員
が
就
任



９ ８

二
宮 

美
津
代  

議
員

丸
山 

真
智
子  

議
員

吉
田 

耕
二  

議
員

▲動物愛護ポスター ▲名称変更された生涯学習課

▲始業前の風景

丸
山　

高
齢
者
等
見
守
り
事

業
の
実
施
、居
場
所
づ
く
り
、

災
害
時
の
要
援
護
者
（
障
が

い
者
も
含
む
）
支
援
体
制
づ

く
り
の
た
め
に
も
、
早
く
町

が
住
民
参
加
で
地
域
福
祉
計

画
を
策
定
す
べ
き
で
は
。

町
長　

県
内
で
の
策
定
は
14

市
町
村
。
結
論
は
非
常
に
課

題
が
多
い
時
に
そ
こ
ま
で
整

備
で
き
な
い
。
社
協
と
の
連

携
を
深
め
て
い
き
た
い
。

丸
山　

地
域
の
み
ん
な
で
話

し
合
う
課
程
が
大
事
で
、
策

定
は
大
変
だ
が
必
要
。

捨
て
猫
・
犬
な
く
す
に
は

答
弁
：
再
認
識
し
啓
発
す
る

丸
山　

猫
・
犬
の
殺
処
分
数

は
福
岡
県
が
全
国
一
で
す
。

　

苦
情
も
多
い
と
思
う
が
、

動
物
を
捨
て
る
の
は
犯
罪
で

あ
る
こ
と
を
啓
発
し
、
不
幸

な
猫
・
犬
を
な
く
す
に
は
不

妊
・
去
勢
手
術
の
広
報
活
動

も
必
要
と
思
う
。
取
組
み
を
。

生
活
環
境
課
長　

こ
の
問
題

は
非
常
に
困
っ
て
い
る
。

　

虐
待
と
か
無
理
な
処
分
を

し
な
く
て
済
む
よ
う
に
、
住

民
に
意
識
の
啓
発
を
行
う
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

●
耕
作
放
棄
地
の
解
消

吉
田　

学
習
指
導
要
領
が
改

訂
さ
れ
、
来
年
度
か
ら
全
体

の
授
業
時
間
が
増
え
、
ス
ト

レ
ス
の
か
か
る
厳
し
い
時
間

割
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
手
段
を
講
じ
る
の
か
。

教
育
長　

本
町
で
は
、
２
学

期
制
を
実
施
し
て
い
る
。
小

学
校
の
一
年
か
ら
四
年
ま
で

は
週
一
コ
マ
増
え
て
も
大
丈

夫
だ
が
、
五
、
六
年
に
な
る

と
少
々
厳
し
く
な
る
。

　

学
力
向
上
推
進
委
員
会
で

し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い
く
。

吉
田　

教
育
学
者
で
あ
る
森

信
三
氏
が
教
育
再
建
の
根
本

策
と
し
て
、
午
前
５
時
間
制

を
提
唱
し
て
あ
る
。
午
前
に

授
業
を
集
中
し
、
一
日
の
学

校
生
活
を
有
効
に
活
用
し
よ

う
と
い
う
も
の
。

　

検
討
す
る
考
え
は
な
い
か
。

教
育
長　

教
育
課
程
を
ど
の

よ
う
に
実
施
し
て
い
く
か
に

関
わ
っ
て
く
る
。
又
一
度
実

施
す
る
と
変
更
が
非
常
に
困

難
。

　

校
長
の
権
限
と
責
任
に
お

い
て
行
う
べ
き
も
の
、
校
長

会
と
協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

二
宮　

社
会
教
育
課
を
生
涯

学
習
課
に
名
称
を
変
更
し
た

意
図
は
何
か
。

町
長　

今
ま
さ
に
生
涯
学
習

の
大
事
な
時
期
を
迎
え
、
さ

ら
に
推
進
し
、
新
た
な
展
開

も
期
待
し
た
い
。

二
宮　

名
称
変
更
し
て
新
た

な
取
り
組
み
を
す
る
考
え
が

あ
る
の
か
。

町
長　

新
た
な
展
開
と
ま
で

は
い
か
な
い
が
、
意
識
改
革

に
つ
な
が
る
と
の
思
い
を
持

っ
て
い
る
。

二
宮　

生
涯
学
習
を
ま
ち
づ

く
り
の
中
心
と
し
、
テ
ー
マ

と
な
る
核
を
明
確
化
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

町
長　

健
康
づ
く
り
、
生
き

が
い
づ
く
り
が
核
で
あ
る
。

二
宮　

核
を
中
心
に
、
各
課

が
連
携
し
、
町
を
挙
げ
て
や

っ
て
い
く
体
制
づ
く
り
が
い

る
と
思
う
が
。

町
長　

限
ら
れ
た
陣
容
の
中

で
は
、
あ
れ
も
こ
れ
も
で
き

な
い
事
情
も
あ
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

●
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
新
設

●
性
的
虐
待
予
防
教
育

10年を経た課題は!
答弁：生きがい環境づくり

生
涯
学
習

住民参加で計画策定
答弁：まだ手が及ばない

地
域
福
祉

午
前
５
時
間
制
の
検
討

答
弁
‥
校
長
会
と
協
議

学校教育

一般質問10人

こ
こ
が
聞
き
た
い

　

一
般
質
問
は
議
員
個
々
の
自
由
編
集
（
会
議
録
に
も
と
づ
き
）
で

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
会
議
録
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

掲
載
順
は
質
問
順
と
し
て
い
ま
す
。
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吉
住 

龍
太
郎  

議
員

堤  

久
美
子  

議
員

助
村 

千
代
子  

議
員

牛
房 

良
嗣  

議
員

▲普及を推進するカード

▲シルバー人材センターの活動状況 ▲建設中のリサイクルセンター

▲8月11日、大雨で冠水した城戸付近のようす

助
村　

医
療
費
の
抑
制
の
短

期
の
対
策
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
を
奨
励
す
る
こ
と

で
抑
制
で
き
る
と
思
う
。

　

す
で
に
健
康
保
険
組
合
で

取
り
組
み
が
な
さ
れ
、
効
果

が
上
が
っ
て
い
る
。

町
長　

ま
ず
住
民
の
方
に
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
認
識

を
変
え
て
も
ら
う
努
力
を
す

る
こ
と
。

　

医
療
費
の
抑
制
効
果
が
あ

る
な
ら
、
医
師
会
と
の
関
係

も
考
慮
し
、
単
町
だ
け
で
な

く
町
長
会
で
も
検
討
し
た
い
。

発
達
障
害
へ
の
環
境
作
り

答
弁
‥
啓
発
を
行
っ
て
い
る

助
村　

発
達
障
害
と
い
う
病

気
に
気
づ
き
理
解
を
す
る
と

い
う
事
は
、
学
習
や
啓
発
が

な
い
と
難
し
い
。

　

そ
し
て
周
り
も
無
知
で
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

保
護
者
や
広
く
住
民
に
も

発
達
障
害
を
理
解
す
る
取
り

組
み
が
必
要
。

福
祉
課
長　

発
達
障
害
児
の

方
が
将
来
に
向
っ
て
地
域
の

中
で
生
活
し
て
い
く
上
で
住

民
の
理
解
は
大
変
必
要
。

　

発
達
障
害
児
の
方
へ
の
理

解
を
求
め
る
啓
発
は
行
っ
て

い
る
。

牛
房　

七
千
四
百
人
の
高
齢

者
が
お
ら
れ
る
。
知
恵
も
経

験
も
豊
か
な
人
生
の
円
熟
期

に
あ
る
人
た
ち
で
、
こ
の
人

た
ち
が
地
域
の
た
め
に
頑
張

っ
て
も
ら
え
る
仕
組
み
づ
く

り
が
行
政
に
は
大
事
で
あ
る
。

　

健
康
づ
く
り
が
国
家
的
な

役
割
で
あ
る
こ
と
は
十
分
わ

か
る
が
、
高
齢
者
が
働
く
職

場
の
確
保
も
積
極
的
に
や
っ

て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　

い
ち
早
く
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
て
あ

る
が
、
広
報
を
通
じ
て
大
々

的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
、
も
っ

と
行
政
と
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
体
制
を
と
る
べ
き
。

町
長　

元
気
で
長
生
き
し
て

頂
く
こ
と
が
町
に
と
っ
て
は

有
難
い
。
施
策
に
つ
い
て
は

ど
う
い
う
展
開
が
で
き
る
か

勉
強
し
て
い
き
た
い
。

牛
房　

た
だ
健
康
だ
け
で
、

収
入
が
な
い
の
は
悲
惨
な
も

の
、
あ
る
程
度
の
収
入
が
あ

る
と
い
う
事
も
大
事
な
こ
と

で
あ
る
。
高
齢
者
の
方
た
ち

に
、
夢
と
希
望
を
与
え
る
提

案
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

堤　

局
地
的
な
大
雨
で
城
戸

一
帯
が
冠
水
し
た
。
内
水
対

策
は
図
ら
れ
た
か
。

地
域
整
備
課
長　

宇
美
川
放

流
口
ま
で
の
間
な
ど
内
水
対

策
工
事
と
し
て
２
ヶ
所
、か
さ

上
げ
工
事
も
含
め
１
億
9
、

0
0
0
万
円
。

堤　

地
域
防
災
計
画
に
町
民

の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を

災
害
か
ら
守
る
と
う
た
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

町
長　

で
き
る
だ
け
の
こ
と

は
今
し
て
い
る
。
情
報
を
収

集
し
な
が
ら
今
後
検
討
。

意
識
と
行
動
を
高
め
よ

答
弁
‥
出
か
け
て
説
き
た
い

堤　

合
併
し
よ
う
と
し
ま
い

と
、
単
独
で
あ
ろ
う
と
、
心

豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ま

ち
づ
く
り
へ
の
住
民
意
識
と

行
動
を
高
め
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
る
。

町
長　

地
方
分
権
の
時
代
、

少
子
・
高
齢
の
時
代
を
迎
え

て
、
今
ま
で
の
体
制
、
体
質

で
は
行
政
運
営
は
で
き
な
い
。

自
分
た
ち
の
地
域
を
よ
く
し

て
い
こ
う
と
す
る
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
に
お
力
添
え
を
い

た
だ
き
た
い
と
住
民
皆
様
方

に
出
か
け
て
説
き
た
い
。

吉
住　

両
町
の
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
へ
の
補
助
金
は
年
間

宇
美
町
が
3
、9
0
0
万
円
、

志
免
町
が
1
、
8
0
0
万
円

出
し
て
い
る
が
、
両
町
に
差

が
あ
る
こ
と
に
対
し
て
町
長

の
見
解
は
。

町
長　

一
部
事
務
組
合
の
こ

と
で
す
の
で
、
詳
し
く
答
え

る
こ
と
は
で
き
か
ね
る
。

生
活
環
境
課
長　

現
在
、
志

免
町
は
不
燃
物
の
分
別
業
務

を
行
っ
て
い
る
。

　

障
害
者
の
方
が
働
い
て
お

ら
れ
る
。

　

人
件
費
と
そ
の
ほ
か
管
理

費
用
等
で
1
、8
0
0
万
円
、

宇
美
町
の
分
に
つ
い
て
は
他

町
の
こ
と
で
詳
し
く
い
う
立

場
で
は
な
い
。

吉
住　

今
建
設
中
の
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
資

金
も
対
等
に
出
し
て
あ
る
と

思
う
が
。
両
町
が
合
併
し
た

場
合
対
等
な
補
助
金
を
出
す

よ
う
に
望
む
。

町
長　

ま
だ
両
町
で
協
議
は

し
て
い
な
い
。
意
見
と
し
て

聞
い
て
お
き
た
い
。

後発医薬品の推進で
答弁：検討してみたい

医
療
費
抑
制

くらしに安心と余裕
答弁：高齢者の仕事、検討

高
齢
者
就
労

自
然
災
害
の
対
策
は

答
弁
‥
情
報
を
収
集
検
討
す
る

内水対策

両
町
で
対
等
で
平
等
に

答
弁
‥
ま
だ
協
議
し
て
い
な
い

出資割合は
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末
藤 

省
三  

議
員

西
川 

蓉
子  

議
員

大
熊 

則
雄  

議
員

▲東区の下水用水路

▲庁舎の氷蓄熱設備 ▲療養病床のようす

大
熊　

下
水
道
、
用
水
路
に

つ
い
て
改
善
の
余
地
は
な
い

の
か
、
大
雨
の
時
の
対
策
は

ど
う
い
う
ふ
う
に
さ
れ
て
い

る
の
か
。

地
域
整
備
課
長　

通
常
志
免

町
で
は
、
基
本
的
に
は
大
雨

警
報
が
福
岡
管
区
気
象
台
か

ら
発
令
さ
れ
た
時
に
、
生
活

環
境
課
の
生
活
安
全
課
係
が

災
害
に
備
え
て
待
機
を
行
な

う
。
や
は
り
道
路
の
水
が
は

か
な
い
と
い
う
状
況
の
想
像

は
十
分
つ
く
。
今
後
し
っ
か

り
検
討
す
る
。

シ
ー
メ
イ
ト
グ
ラ
ウ
ン
ド

答
弁
‥
散
水
で
処
置
を
す
る

大
熊　

シ
ー
メ
イ
ト
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
砂
ぼ
こ
り
に
つ
い
て

今
年
は
雨
が
多
か
っ
た
の
で
、

大
体
何
回
位
と
思
う
か
。

福
祉
課
長　

シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
グ
ラ
ン
ド
管
理

人
に
お
い
て
発
生
状
況
を
調

査
し
、
１
月
か
ら
８
月
ま
で

地
上
３
メ
ー
ト
ル
か
ら
５
メ

ー
ト
ル
位
砂
ぼ
こ
り
が
立
っ

た
の
が
６
日
間
記
録
さ
れ
て

い
る
。

町
長　

周
囲
の
皆
さ
ん
方
に

大
変
な
御
迷
惑
を
か
け
、
砂

が
飛
ば
な
い
対
策
、
対
応
を

考
え
た
い
と
思
う
。

西
川　

平
成
14
年
に
導
入
し

た
氷
蓄
熱
設
備
（
15
年
間
の

長
期
契
約
、
6
、
6
7
6
万

円
）
は
近
い
将
来
、
修
理
す

る
よ
う
な
危
険
性
は
あ
る
の

か
。

総
務
課
長　

平
成
14
年
8
月

に
空
調
設
備
の
西
側
の
診
断

を
し
た
結
果
、
熱
源
以
外
の

経
年
劣
化
が
ひ
ど
く
、
４
年

計
画
で
改
修
の
計
画
を
し
、

費
用
が
約
２
億
円
、
１
年
に

約
5
、0
0
0
万
円
か
か
る
。

可
能
性
と
す
れ
ば
高
い
と
思

う
。
今
で
も
部
分
的
な
応
急

処
置
で
や
っ
て
い
る
状
況
。

桜
丘
処
理
場
の
進
捗
状
況

答
弁
‥
役
員
の
方
と
協
議
中

西
川　

平
成
16
年
３
月
よ
り

接
続
可
能
な
状
態
で
、
な
ぜ

接
続
で
き
な
い
の
か
。
町
内

会
の
方
も
志
免
町
の
財
政
状

況
は
十
分
認
識
さ
れ
て
い
る

と
思
う
。

副
町
長　

４
月
末
に
つ
な
ぎ

込
み
の
提
案
を
し
、
い
ろ
い

ろ
な
条
件
も
含
め
説
明
、
そ

の
間
に
相
当
多
岐
に
わ
た
っ

た
質
問
状
が
提
出
さ
れ
、
調

整
す
る
の
に
時
間
が
か
か
り

で
き
上
が
っ
た
段
階
で
協
議

を
お
願
い
し
た
い
と
ア
プ
ロ

ー
チ
。
行
政
が
全
く
放
置
し

て
い
る
こ
と
は
な
い
。

末
藤　

長
期
療
養
が
必
要
な

高
齢
者
が
入
院
す
る
療
養
病

棟
を
国
は
、
38
万
床
を
15
万

床
ま
で
６
割
を
削
減
す
る
計

画
で
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
県

は
医
療
費
適
正
化
計
画
の
中

で
、現
在
２
万
5
、0
0
0
床

を
１
万
6
、
0
0
0
床
減
ら

し
て
、
老
人
保
健
施
設
な
ど

に
転
換
し
医
療
費
抑
制
の
た

め
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
と

入
院
期
間
の
短
縮
を
求
め
て

い
る
が
、
医
療
費
適
正
化
計

画
で
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出

て
く
る
と
考
え
て
い
る
か
。

町
長　

町
に
ど
の
よ
う
な
影

響
が
出
る
か
と
い
う
こ
と
は

不
確
定
で
、
療
養
病
床
の
転

換
計
画
に
沿
っ
て
入
院
を
要

す
る
長
期
療
養
患
者
の
た
め

の
病
床
が
失
わ
れ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
、
必
要
な
療
養

病
床
を
確
保
し
た
上
で
、
円

滑
な
老
人
保
健
施
設
等
へ
の

転
換
を
実
現
す
る
と
い
う
こ

と
を
め
ざ
し
て
い
る
。

末
藤　

医
療
区
分
１
で
病
床

削
減
が
、
６
割
の
療
養
ベ
ッ

ド
が
実
施
さ
れ
た
場
合
に
、

志
免
町
の
削
減
数
は
い
く
ら

か
。

請　
　

願

請　　願 請 願 者 内　　　　　　　　容 採決結果

ＪＲ香椎線（西戸崎
～宇美）の電化・複
線化

ＪＲ香椎線の電化・
複線化建設を実現す
る会

代表　大音　重親

福岡市東部地区と糟屋郡との経済や文化・人的交流を

一段と進め、経済活性化を計るため、電化・複線化を

実現する事を要望する

継続審査

協同労働の協同組合
法の速やかな制定を
求める

「協同労働の協同
組合」法制化をめ
ざす福岡県・市民
会議

代表　賀戸　一朗

国においても社会の実情を踏まえ、課題解決の有力な

制度として「協同労働の協同組合法」の速やかなる制

度を求めるもの

全員賛成で
採択
国へ意見書
を提出

意
見
書

意  見  書 提 出 者 内　　　　　　　　容 採決結果

郵政民営化法の見直

しに関する意見書
二宮  議員

国においては郵便・貯金・保険のサービスが将来とも

郵便局において確実に提供され、国民生活の利便に支

障を生じないよう法的な見直しを含め、必要な措置を

講じることを強く要請する

全員賛成で

採択

国へ意見書

を提出

改善余地はないのか
答弁：十分今後検討したい

下
水
用
水
路

大
丈
夫
か
氷
蓄
熱
設
備

答
弁
‥
不
具
合
の
可
能
性
高
い

空調設備

療
養
病
床
削
減
の
影
響

答
弁
‥
病
床
を
確
保
し
た
上
で

医療費抑制

要望・陳情・請願・意見書
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▲糟屋地区体育大会・「議員応援団」の応援

▲シーメイトホールのピアノ演奏会

▲CAPプログラム実施風景

役場が変われば
町が変わる

変わった事を町民に示す事が大切である。

そのためには、感動の伝わるサービスが

必要である。

豊かさと潤いを与えてくれるピアノをシ

ーメイトに設置してはどうか。

［牛房議員・平成17年12月定例会での質問］

16年度より実施

当初は全学年を対象にしていたが20年

度よりは各小学校の4年生を対象と教職

員にも実施されている。

18年5月より設置
シーメイトエントランスホールに設置さ

れた。住民による演奏会などが行なわれ

ている。※議会へのご意見をお待ちしております。
◆議長へのメール：simegityo@yahoo.co.jp

【議会よりお詫びと訂正】

　「しめ議会だより・第４５号」最終ページ、

上水道事業報告記述の中で、不適切な部分があ

り大変ご迷惑をおかけいたしました。心よりお

詫び申しあげます。

　「土生山浄水場でろ過して今では活性炭を使

わないで家庭に送っているので臭いのしない水

が供給されていることを見聞して、水道料金が

下げられないことも理解できました」の部分を

削除いたします。

　
重
度
障
害
者
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

県
公
費
医
療
費
支
給
制
度
に
基
づ
く
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
支
給
事
業
費
県
費
補
助
金
交
付
要
綱
の
一
部
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本
町
の
重
度
心
身
障
害
者
医
療

費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
案
が
６
月
議
会
で
提
出
さ
れ
た

が
否
決
と
な
り
、
８
月
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
一
部
修
正

さ
れ
た
町
独
自
の
助
成
制
度
が
再
提
出
さ
れ
可
決
。

子どもたちが、自分で自分の身を守る技

術を身につけていくことは大切なこと。

暴力や犯罪から自分を守るための教育、

暴力防止（CAP）プログラムに取り組ん

でいただきたい。

［助村議員・平成16年3月定例会での質問］

子どもへの暴力防止（CAP）
プログラムの実施

キャップ

キャップ

入
院

●
一
般
上
限
自
己
負
担

　

１
０
、０
０
０
円
／
月

⇩
５
、０
０
０
円
／
月

●
低
所
得
者
上
限
自
己
負
担

　
　

６
、０
０
０
円
／
月

⇩
３
、０
０
０
円
／
月

　
　

賛
成
多
数 

（
賛
成
10
・
反
対
５
）

　

糟
屋
地
区
の
体
育
大
会
が

志
免
町
を
中
心
に
開
催
さ
れ
、

議
会
も
初
め
て
「
議
員
応
援

団
」を
結
成
し
12
人
の
議
員
が

参
加
い
た
し
ま
し
た
。（
写
真
）

　

こ
れ
も
「
開
か
れ
た
議
会

作
り
」
の
一
環
で
す
。

　

さ
て
、
９
月
議
会
で
は
19

年
度
の
一
般
会
計
決
算
認
定

が
僅
差（
一
票
差
）で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

緊
迫
感
あ
る
議
会
で
は
あ

り
ま
す
が
、
大
事
な
の
は
、

議
員
個
々
が
何
を
も
っ
て
賛

成
し
、
何
を
も
っ
て
反
対
な

の
か
を
明
確
に
し
、
そ
の
結

果
、
議
会
が
決
定
し
た
意
思

（
可
否
）そ
の
こ
と
を
町
民
の

皆
様
に
報
告
す
る
機
会
、
場

を
し
っ
か
り
構
築
し
、問
題
意

識
を
共
有
し
た
う
え
で
町
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
の
所
に
出

向
き
、議
会
報
告
を
行
う
こ
と

を
盛
り
込
ん
だ
「
議
会
基
本

条
例
」
の
制
定
も
そ
の
一
策

で
あ
り
、
志
免
町
議
会
も
い

よ
い
よ
そ
の
研
究
検
討
に
入

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の「
議
会
基
本
条
例
」策

定
を
含
め
、
全
国
の
市
町
村

議
会
に
広
が
る
議
会
改
革
の

動
き
は
、
自
己
決
定
、
自
己

責
任
に
よ
る
地
方
分
権
の
時

代
に
向
け
て
、
議
会
も
し
っ

か
り
そ
の
責
務
を
果
た
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
危
機
感
か

ら
で
す
。

　

議
会
不
要
論
と
縁
が
な
い

「
志
免
町
議
会
」に
な
る
よ
う

議
会
も
頑
張
り
ま
す
。
町
民

の
皆
様
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
（
記
・
議
長
・
古
庄
）

決
算
認
定
、

  

僅
差
で
可
決
！

誰
が
賛
成
？ 

誰
が
反
対
？

議会議会
あれこれれこれ
議会
あれこれ

どうな
ったの
？あの質

問は

どうな
ったの
？あの質

問は８
月
１
日　

臨
時
議
会
を
開
催

臨
時
議
会

臨
時
議
会


